
（第
二
十
九
号
）

東
北
大
学
関
東
艮
陵
同
窓
会

平
成
二
十
二
年
関
東
連
合
会
総
会
の
ご
案
内

新
緑
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
ご
清
栄
の
段
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会
関
東
連
合
会
総
会
を
下
記
の
要

領
で
開
催
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
出
席
賜
り
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
は
、
総
会
の
前
に

「関
東
艮
陵
教
職
員
会
」
が
、
当
日
午
後
二
時
よ

り
、
同
四
時
ま
で
、
同
じ
会
場
に
て
開
か
れ
ま
す
。
そ
の
際
に
前
岐
阜
大
学

長
の
黒
木
登
志
夫
先
生

（昭
和
三
十
五
年
卒
）
の

「大
学
病
院
の
危
機
見
捨

て
な
い
で
」
と
銘
打

っ
た
お
話
が
あ
り
ま
す
。
学
長
と
し
て
の
実
体
験
か
ら

大
学
病
院
の
こ
れ
か
ら
を
憂
え
る
内
容
で
す
。
（要
旨
は
本
紙
四
面
に
掲
載
）

次
い
で
総
会
で
は
、
特
別
講
演
を
押
田
茂
責
先
生

（昭
和
四
十
二
年
卒
）

に
お
願
い
し
て
、
「科
学
の
進
歩
と
真
相
究
明
Ｉ

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
と
足
利
事
件
」

（要
旨
は
本
紙
二
面
）
と
題
し
た
講
演
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
お
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

さ
ら
に
お
楽
し
み
の
ア
フ
タ
ー
デ
イ
ナ
ー

・
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
仙
台
の

ご
出
身
の
女
流
ヴ

ア
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
、
斎
藤
千
種
さ
ん
が
ご
出
演
に
な
り
、

皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
て
い
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
等
の
名
曲
の
数
々
を
ご
披
露
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
。

風
薫
る
季
節
、
奥
様
は
じ
め
ご
家
族
の
皆
様
お
誘
い
い
た
だ
き
、
是
非
、

ご
出
席
賜
り
た
く
心
か
ら
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会

関
東
連
合
会
会
長
　
　
　
　
一呂
橋
　
俊
雄

― 期

場 日

所

四 三 二五
、

七
、

ヽ

、

ハ

記

平
載

二
十
二
年
六
月
月
十
九
日

（土
）

市
ヶ
谷
私
学
会
館
ア
ル
カ
デ
イ
ア
四
階

千
代
田
区
九
段
北
四

‐
二

‐
二
五

交
通

・
地
下
鉄
有
楽
町
線
。
新
宿
線
。

南
北
線
。
「

市
ケ
谷
駅
下
車
、
各
徒
歩
三
分

（電
話
０
３

‐
３
２
６
１

１
９
９
２
１
）

関
東
艮
陵
教
職
員
会
開
催
　
午
後
二
時
か
ら
同
四
時
ま
で

総
会
受
付
開
始
　
午
後
四
時
よ
り

総
　
〈
〓
　
一
午
後
四
時
二
十
開
会

一　
一
、
開
会
の
辞

一　
一
、
経
過
報
告
、
そ
の
他

一　
一
、
閉
会
の
辞

特
別
講
演
　
演
題

『
科
学
の
進
歩
と
真
相
究
明
Ｉ
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑

定
と
足
利
事
件
』

講
師

。
押
田
茂
賞
先
生

（昭
和
四
十
二
年
卒
）

懇
親
会
　
　
午
後
六
時
頃
よ
り
開
会

ア
フ
タ
ー
デ
ィ
ナ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

ヴ
ア
イ
オ
リ
ン

・
斎
藤
千
種

。
（後
述
）

〈
〓
　
費
　
　
会
口貝
　
　
　
人
〇
〇
〇
円

．
ご
家
族
　
　
五
〇
〇
〇
円

（
一
人
）

出
席
申
込
み
　
同
封
の
郵
便
振
替
用
紙
に
、
総
会
出
欠
を
ご

記
入
の
上
、
総
会
費
及
び
会
員
の
年
会
費

三
千
円
を
ご
納
入
下
さ
い
。

＊
総
会
に
ご
欠
席
の
方
は
、
年
会
費
三
千
円
の
み
を
ご
納
入
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

し
ま
す
。
会
費
納
入
率
が
低
く
年
間
の
赤
字
が
出
て
い
ま
す
。
な
お
、
八
十
歳
以
上
の

方
で
会
費
免
除
を
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。



機
会
特
別
講
演
妥
旨

科

学

の
進
歩

と
真

相

究

明

Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
と
足
利
事
件

押

口
茂
寄

（
昭
和
四
十
二
年
卒
）

最
近

の
科
学

の
進
歩
は
著

し

い
が
、

そ

れ
れ
に
伴

っ
て
以
前

で
は
鑑
別
す
る
こ
と

が

で
き
な

い
事
実
を
解
明
可
能
な
夢

の
鑑

定
法
も
次

々
と
開
発
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
科
学

の
進
歩
が
そ

の
ま
ま
凶

悪
事
件

の
真
相
究
明
に

つ
な
が
る
と
は
限

ら
な

い
。

マ
ス

コ
ミ
報
道
や

ハ
イ
テ
ク
時

代

に
大
き
な
落
と
し
穴
は
無

い
の
だ
ろ
う

か
？１
９
８
５
年
に
日
大
教
授

に
就
任

し
た

が
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定

の
二

つ
の
論
文
が
発
表

さ
れ
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

１
９
５
０
年

５
月
に
発
生
し
た
足
利
事
件

で
、
当
時

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
が

一
致

し
た

と

い
う

こ
と

で
１
９
９
１
年

１
２
月
に
菅

家
氏
が
逮
捕
さ
れ
た
。

最
高
裁

で
無
期
懲
役
が
確
定

し
た
が
、

そ

の
後

の
進
歩

し
た

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定

で
無
実

と
さ
れ
、
釈
放
さ
れ
る
ま
で
に

１
７
年
経

過
し
、
無
罪
判
決
が
本
年

３
月

２
６
日
に

確
定

し
た
。
拘
置
所
か
ら
封
書

で
送
ら
れ

て
き
た
菅
家
氏

の
毛
髪

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
が
高

裁
判
決

で
い
う
犯
人

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
と
異
な

る
と

い
う
検
査
結
果

（押

田
鑑
定
）
を
最

高
裁

に
提
出
し
た

の
は
１
９
９
７
年

で
あ

っ
た
。
最
高
裁

で
な
ぜ
再

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
命

じ

な

か

っ
た

の
か
、
そ

の
後

の
長

い
再
審
裁

判
中

に
時
効
を
迎
え

て
真
犯
人
逮
捕

の
道

を
開
ざ

し
て
し
ま

っ
た
裁
判
所

の
責
任
が

今
後
問
わ
れ
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

日
が
見
え
る
か
ど
う
か
は
眼
科

の
領
域

で
あ
り
、

モ
ノ
言
わ
ぬ
ご
遺
体
や
証
拠
品

か
ら
真
実
を
見
抜
く
た
め

の
科
学
的
証
拠

を
ど

こ
ま

で
示
せ
る
か
が
法
医
学

の
重
要

な
領
域

で
あ
る
。

目
が
見
え
る
と

い
う

こ
と
と
真
実
を
見

抜
く
と

い
う

こ
と

の
間
に
は
大
き
な
川
が

流
れ

て
い
る
！

押
田
茂
賞

・
法
医
学
現
場
の
真
相

（祥
伝
社
新

書
、

２
０
１
０
年

４
月
）

写
真

上
は
、
押

田
茂
責

先
生

押

田
茂
貴
先
生
略
歴

・　
　
　

　
　
　

埼

玉
県
寄
居

町
出
身

昭

和

３
６
年

３
月

埼

玉
県
立
熊
谷
高
卒

同

４
２
年

３
月

　

東
北
大
学
医
学
部
卒

同

４
２
年

４
月

　

東
北
大
学
医
学
部
付
属

病
院
研
修

（
イ

ン
タ
ー

ン
）

同

４
３
年

４
月

　

東
北
大
学
医
学
部
法
医
学
助
手

同

５
３
年

１
２
月

東
北
大
学
助
教
授

（
法
医
学
）

同

６
０
年

６
月

　

日
本
大
学
医
学
部
教
授

（
法
医
学
）

平
成

１
９
年

４
月

日
本
大
学
医
学
部
次
長

同

２

０
年

４
月
　

日
本
大
学

医
学
部

法

医
学
教

授

（
研
究
所
）

講
義
担
当

・
日
本
大
学
医
学
部

（
法
医
学
）

日
本
大
学
法
学
部

（
法
医
学
）

日
本
大
学
法
科
大
学
院

（
医
療
と
法
）

上
智
大
学
法
学
部

（
法
医
学
）

慶
応
義
塾
大
学
法
科
大
学
院

（
法
医
学
）

埼

玉
県
内

の
凶
悪
事
件
や

ひ
き
に
げ
事
件
等

の
司

法
解
剖
を
分
担
。

医
療
事
故

の
鑑
定
や
親

子
鑑
定

も
実
施
中
。

研
究
領
域
　
医
療
事
故

の
現
状
分
析
と
予
防
対
策
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
型
に
よ
る
親

子
鑑
定
、

ア
ル

コ
ー

ル

・
中
毒

の
代
謝
と
分
析
な
ど

同
□

平
成

１
９
年

３
月

６
日

さ

い
た
ま
地
検
検
事
長
感
謝
状

同

２
０
年

１
月

２
５
日

・　

　

　

　

　

埼
玉
県
警
察
本
部
長
感
謝
状

同

２
０
年

３
月

６
日警
察
庁
長
官
よ
り
警
察
協
力
章



民
陵
同
窓
会

「関
来
逹
合
会
」

の
足
跡
と
今
後
の
分
晨
を

物
に
祈
る

神
洋
康
雄

東
北
大
学
医
学
部
の
艮
陵
同
窓
愛
は
、
昭

和
二
十
六
年
関
東
地
方

一
都
十
県
で
「関
東

連
〈
只
ご
を
組
織
し
て
か
ら
今
年
で
も
う
六

十
年
近
く
に
な
る
。

私
は
、
昭
和
二
十
九
年
青
森
県
浪
岡
町
の

町
立
病
院
長
を
辞
し
て
上
京
し
世
田
谷
で

開
業
し
た
の
で
あ
る
が
、当
時
会
務
を
担
当

し
て
お
ら
れ
た
津
田

一
彦
先
生
に
ご
挨
拶

に
伺
っ
た
と
き
、
早
速
捉
ま
っ
て
使
い
走
り

を
命
じ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
頃
の
東
京
は
、
未
だ
敗
戦
か
ら
十
年

も
経
た
ず
廃
墟
の
中
か
ら
漸
く
立
ち
上
が

ろ
う
と
し
て
い
る
状
態
だ
っ
た
が
、
世
田
谷

は
田
舎
だ
か
ら
空
襲
は
免
れ
畑
の
中
に
建

て
た

「第

一
医
院
」
に
は
忽
ち
患
者
が
盗
れ

一
日
百
人
も
越
す
よ
う
に
な

つ
て
し
ま
つ

た
。医
師
会
か
ら
も
目
を
つ
け
ら
れ
て
三
十

八
年
か
ら
区
医
師
会
理
事
に
、
五
十
二
年
区

医
師
会
長
、
五
十
四
年
都
医
理
事
、
五
十
七

年
か
ら
は
日
医
常
任
理
事
に
な
り
、
四
十
六

年
の
保
険
医
総
辞
退
の
時
は
日
医
武
見
太

郎
会
長
と

一
緒
に
な
っ
て
必
死
で
闘
っ
た
。

開
業
医
療
と
医
師
会
活
動
に
精
を
出
す

一
方
、
私
は
ま
た
昭
和
三
十
六
年
か
ら
日
本

寮
歌
祭
と
い
う
催
し
を
始
め
た
。
，
」の
催
し

は
全
国

一
斉
に
拡
が
っ
て
五
十
年
間
楽
し

ま
せ
て
貰
っ
た
が
、
勧
進
元
の
私
と
し
て
は

相
当
な
時
間
を
費
や
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。こ
の
三
つ
の
仕
事
の
合
間
を
縫

つ
て
津

田
先
生
の
ご
指
示
に
従
っ
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
ン
）の
こ
と
は
息
抜
き
に
も
な
つ
て
結

構
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
の
、今
は

も
う
同
窓
会
の
体
制
も
整

っ
て
完
全
に
組

織
化
さ
れ
、
私
な
ど
が
走
り
回
る
こ
と
は
全

く
必
要
の
な
い
態
勢
に
な
つ
て
い
る
。

昭
和
三
十
年
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て

は
、
年
に

一
回
か
二
回
、
艮
陵
同
窓
会
総
会

が
開
か
れ
、
上
野
の
精
養
軒
、
日
比
谷
の
松

本
楼
、
赤
坂
の
ホ
テ
ル
。
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

な
ど
に
偉
い
先
輩
方
が
集
ま
っ
て
来
ら
れ

る
格
調
の
高
い
盛
大
な
宴
会
が
行
わ
れ
て
、

誇
ら
し
い
気
持
ち
を
味
わ
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
昭
和
三
十
八
年
七
月
黒
川
利

雄
先
生
が
癌
研
病
院
長
に
赴
任
し
て
来
ら

れ
て
か
ら
更
に
同
窓
会
が
活
発
と
な
り
、
四

十
六
年
か
ら
順
天
堂
大
学
、
懸
田
克
射
教
授

を
支
部
長
に
、大
石
環
境
庁
長
官
を
幹
事
に

戴
い
た
。
そ
し
て
昭
和
六
十

一
年

一
月
、
黒

川
先
生
の
米
寿
祝
賀
会
を
催
し
た
時
は
、帝

国
ホ
テ
ル
「
孔
雀
の
間
」
に
六
百
名
を
越
す

参
会
者
が
溢
れ
、
私
は
天
手
古
舞
を
し
て
し

ま
っ
た
。

そ
の
後
支
部
長
は
松
永
藤
雄
都
立
駒
込

病
院
長
、
斎
藤
達
雄
癌
研
病
院
長
と
続
き
、

平
成
に
入
つ
て
か
ら
も
年

一
、
二
回
の
総
会

は
、
関
東

〓
円
の
各
大
学
で
活
躍
し
て
い
る

若
手
教
授
の
講
演
を
主
軸
に
盛
大
で
親
密

な
雰
囲
気
の
総
会
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
い平
成
七
年
か
ら
は
根
本
宏
常
任

幹
事
を
始
め
十
二
名
の
幹
事
諸
氏
の
ご
努

力
で
本
紙

「関
東
艮
陵
だ
よ
り
」
が
創
刊
さ

れ
た
。
ン）の
会
報
は
昨
年
六
月
に
市
ケ
浴
の

私
学
会
館
で
開
か
れ
た
定
期
総
会
号
ま
で

二
十
八
号
の
発
刊
を
重
ね
、今
は
も
う
千
五

「関
東
艮
陵
だ
よ
り
」
並
び
に

「関
東
星
陵

同
窓
会
Ｈ
Ｐ
」
へ
の
情
報
提
供
の
お
願
い

関
東
艮
陵
だ
よ
り
は
、
，
）れ
ま
で
会
員
の

皆
様
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
て
参

り
ま
し
た
。
ま
た
、
東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会

関
東
連
〈
只
本
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
本
部

艮
陵
同
窓
会
の
Ｈ
Ｐ
に
先
駆
け
て
平
成
十

七
年
に
開
設
さ
れ
、
現
在
ま
で
多
く
の
ア
ク

セ
ス
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
内
容
を
充
実
す

る
た
め
、
会
員
各
位
の
情
報

（教
授
就
任
、

叙
勲
、
新
規
開
業
、
就
職
希
望
、
移
動
な
ど
）

を
募
集
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
東
北
大

学
艮
陵
同
窓
会
関
東
連
〈
只
本東
京
支
部
（四

頁
最
後
）
ま
で
情
報
を
お
よ
せ
下
さ
い
。

採
否
は
、△
バ長
と
事
務
局
に
お
任
せ
下
さ
い
。

舎
同橋
俊
雄
）

一】幹将』昨藤容纂｛審絆無いつ機す」

（昭
和
十
九
年
卒
）
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一

７
７
夕
上
テ
イ
ナ
Ｌ
ｏコ
ン
サ
■
卜
♪
♪
♪

☆
総
会
曇
の
懇
量
会
Ｅ
花
石
壼
え
る
イ
ベ
ン
ト
！

今
回
は
、
仙
台
出
身
の
名
花
・

女
流
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
で
Ａ
ｗ薔
菫
予
種
百
ん
に
ご
出
演
い
た
だ
き
ま
す
。
☆

☆
斎
藤
さ
ん
は
、
東
京
芸
大
を
卒
業
。
在
学
中
に
日
本
フ
イ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

に
卒
業
と
同
時
に
入
団
。
オ
ー
タ
ス
ト
ラ
、
室
内
楽
の
演
奏
を
全
国
各
地
で
行
っ
て
い
る
。

写
真
右
は
、
斎
藤
千
種
さ
ん

墾
昇
著
二

ジ
ヨ
ン
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
編
曲

・
タ
ン
ゴ

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
編
曲

・
リ
ム
ス
キ
ー
コ
ル
サ
コ
フ

作
曲
シ
エ
ヘ
ラ
ザ
ー
ド
よ
リ
　
ア
ラ
ビ
ア
の
歌

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
作
曲

。
中
国
の
太
鼓

・
ウ
イ
ー
ン

奇
想
凸

。
美
し
き
ロ
ス
マ
リ
ン
・
愛
の
喜
び

マ
ス
ネ

。
タ
イ
ス
の
瞑
想
凸
、

モ
ン
テ
イ
・
チ
ヤ
ル
ダ
ー
シ
ュ
。
そ
の
他



大
学
病
院
の
危
機
几
捨
て

な

い
で

黒
木
養
恙
夫

（前
攻
阜
大
学
長
）

＊
教
職
員
会
に
て
、
黒
木
先
生
が
お
話
く

だ
さ
る
要
旨
で
す
。

大
学
病
院
が
危
機
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

事
の
発
端
は
、
２
０
０
４
年
の
国
立
大
学
法

人
化
で
し
た
。
法
人
化
前
、
「親
方
日
の
丸
」

の
気
安
さ
で
、
積
み
重
ね
た
借
金
は
、
国
立

大
学
付
屋
病
院
全
部

（四
十
二
の
病
院
）
で

一
兆
十
億
円
に
上
が
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
六
年
。
大
学
は
必
死
で
返
し
て

き
ま
し
た
。
大
学
病
院
全
体
で
は
、
毎
午

一
千
億
円
強
に
上
が
り
ま
す
。
巨
額
の
返
済

に
加
え
て
、
借
金
の
あ
る
病
院
は
、
毎
年

収
入
を
三
％
ず
つ
増
や
す
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
病
院
の
財
政
は
危
機

的
状
況
に
達
し
て
い
ま
す
。
『白
い
巨
塔
』

は

『赤
字
の
巨
塔
』
に
な
つ
た
の
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
『白
い
廃
墟
』
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

財
政
危
機
の
影
響
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
出

て
い
ま
す
。
採
算
重
視
の
た
め
、
お
金
の
か

か
る
最
先
端
の
医
療
は
出
来
に
く
く
な
り

ま
し
た
。
最
新
の
医
療
機
器
も
買
え
ず
、
大

学
病
院
の
機
器
は
古
く
な
る

一
方
で
す
。
大

学
病
院
の
大
事
な
役
割
で
あ
る
研
究
を
す

る
余
裕
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

、
そ
の
た
め
、
臨
床
医
学
の
論
文
は
、
世
界

の
中
で
も
、
日
本
だ
け
が
増
え
て
い
ま
せ
ん
。

大
学
病
院
は
、
単
な
る
大
来
な
病
院

で
は
な
く
、
医
学
と
医
療
の
中
心
で
す
。

次
代
を
支
え
る
医
師
、看
護
師
な
ど
医
療

ス
タ
ツ
フ
を
教
育
す
る
責
任
が
あ
り
、新

し
い
医
学
を
研
究
す
る
の
も
、
大
学
病

院
の
大
き
な
任
務
で
す
。

地
域
医
療
に
お
い
て
も
、
大
学
病
院
は

「最
後
の
砦
」
で
す
。
地
域
の
病
院
か
ら

紹
介
さ
れ
た
患
者
さ
ん
が
七
〇
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
た
ち
は

「最
後

の
望
み
の
綱
」
求
め
て
来
ま
す
。
最
も

難
し
い
手
術

（難
易
度
Ｅ
）
が
、
大
学

病
院
の
手
術
の
三
〇
％
以
上
を
占
め
て

い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
っ
て
頂
け
る
で

し
よ
いつ
。

大
学
病
院
が
崩
壊
し
た
ら
、
医
療
は

土
台
か
ら
崩
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

わ
が
国
の
医
学
と
医
療
を
守
る
た
め

に
も
、
大
学
病
院
を
立
て
直
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
財
政
当
局
の
方
に
お
願

い
で
す
。
ど
う
か
、
重
症
の
大
学
病
院
を

見
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（昭
和
三
十
五
年
卒
）

東
京
医
師
ア
カ
デ
ミ
ー
、
シ
エ
ア
レ
ジ
デ

ン
ト
、
ク
リ
ニ
カ
ル
フ
ェ
ロ
ー
の
募
集

東
京
医
師
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、東
京
都
の

新
し
い
専
門
医
養
成
組
織
と
し
て
現
在
、

全
国
七
〇
の
大
学
出
身
者
約
二
〇
〇
名

が
後
期
専
門
研
修
に
励
ん
で
い
ま
す
。

来
年
度

（平
成
二
十
二
年
度
）
も
シ
ニ

ア
レ
ジ
デ
ン
ト
と
更
に
上
級
の
ク
リ
ニ

カ
ル
フ
エ
ロ
ー
を
募
集
致
し
ま
す
。
詳
細

は
東
京
医
師
ア
カ
デ
ミ
ー
の
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
下
さ
い
。
翁
賃
委
員
長

音
星
盟
凝
じ

第
十
二
口
　
女
子
部
会
開
催
の
お
知
ら
せ

恒
例
の
第
十
三
回
女
医
部
会
を
七
月
十
日

（土
）
開
催
致
し
ま
す
。

今
回
は
、
皇
室
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
ご
活
躍
の
渡
辺
み
ど
り
先
生

（文
化

女
子
大
客
員
教
授
）
を
お
招
き
し
て
の
講
演
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ご
多
忙

と
は
存
じ
ま
す
が
、
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
、

ご
出
席
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

日
　
時
　
平
成
二
十
二
年
七
月
十
日

（土
）
午
後
五
時
よ
り

場
　
所
　
Ｆ
Ｍ
東
京

「Ｊ
Ｅ
Ｔ
　
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」

交
　
通
　
地
下
鉄

・
半
蔵
門
線

・
半
蔵
門
下
車
　
徒
歩
三
分

電
　
話
　
０
３

（３
２
２
１
）
０
１
９
２
　
　
　
　
　
（田
中
佐
喜
子
）

平
成
二
十
二
年
度
第

一
回
関
東
艮
陵
同
窓

会
省

果
覇
“告

去
る
、
四
月
十
五
日

（木
）
午
後
七
時
よ

り
市
ケ
谷
ア
ル
カ
デ
イ
ア
私
学
会
館
に
お

い
て
一邑
襦
会
長
以
下
、
顧
間
、
幹
事

一
六
名

が
、
出
席
し
て
役
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

①
春
季
総
会
に
つ
き
②
関
東
艮
陵
教
職
員

会
講
涼
③
女
医
部
会
④
会
計
報
告

（案
）
等

⑤
艮
陵
だ
よ
り
二
十
九
号
進
捗
状
況
、
三
一十

号
発
行
予
定
⑥
高
齢
会
員
の
会
費
免
除
、⑦

秋
季
総
会
に
つ
き
、
各
位
か
ら
提
案
あ
り
、

審
議
の
結
果
概
ね
原
案
通
り
に
承
譴

総
会
部
会
に
つ
い
て
は
、
本
号
に
掲
載

会
計
報
告
で
は
、
単
年
度
若
干
の
支
出
増

と
な
っ
て
い
る
が
、
繰
越
金
で
充
当
す
る

こ
と
と
し
、△
本
の
継
続
運
営
を
優
先
す
る
こ

と
。
ま
た
、
一局
齢
会
員
は
お
申
し
出
に
よ
り

会
費
免
除
を
行
う
こ
と
と
な
つ
た
。

会
誌
の
配
布
と
会
費
納
入
状
況
と
の
検

討
が
行
わ
れ
、
〈
本誌
が
会
員
間
の
情
報
交
換

若
い
会
員
の
た
め
の
情
報
提
供
の
場
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
関
東
各
支
部
の
人
事
往
来

等
も
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
同
時
に
、

会
員
の
現
況
把
握
に
留
意
し
、全
会
員

へ
の

効
率
的
配
布
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

秋
季
総
会
は
、
本
年
は
見
送
り
と
な
っ
た
。

幹

事
長
　
新
田
澄
郎
）

新
潟
支
部
長
は
、
丸
岡
稔
先
生
か
ら

鈴
木
正
司
先
生

（昭
和
四
十
三
年
卒
）
に

交
替
に
な
り
ま
し
た
。

東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会

関
東
連
合
会
東
京
支
部

〒

２
４
７

１
０
０
７
２

神
奈
川
県
鎌
倉
市
岡
本

二

‐
二

‥
一
‐
七
〇
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
＆
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
四
六
七

（四
五
）
〇
二
八
七
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